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市
民
の
声
を
Ｅ
メ
ー
ル
で

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。行
政
情
報
の
充
実
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
困
っ
た
時
、何
か
知
り
た
い
時
、意
見
・
提
言
を
言
い
た
い
時
な
ど
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 
み
な
さ
ん
が
市
政
に
対
し
日
頃

思
い
感
じ
て
い
る
こ
と
や
意
見
・

提
言
・
質
問
な
ど
を
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

急
病
当
番
医
・
ご
み
分
別
の

手
引
き
な
ど

　

急
病
の
時
必
要
な
当
番
医
、各
種

検
診
の
実
施
日
な
ど
の
情
報
が
あ

る
「
市
民
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

掲
載
、
ご
み
処
理
の
市
の
取
り
組

み
、　

種
分
別
の
手
引
き
・
収
集

１４

カ
レ
ン
ダ
ー
・
ご
み
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

文
化
会
館
内
の
各
種
会
議
室
な

ど
の
予
約
状
況
が
一
目
で
わ
か
り

ま
す
。

ｕｒａｎｏ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ（携帯電話の場合 /im/ を追加）

ジ

文
化
会
館
会
議
室
の
予
約
情
報

利
用
し
て
く
だ
さ
い

困
っ
た
、
知
り
た
い
、
言
い
た
い
時

富 良 野 市

ホームページ

市
民
の
み
な
さ
ま
へ
コ
ー
ナ
ー
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�問い合わせ�

　地域情報室
　�３９－２３０５

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕ

トップページ

各
課
へ
の
問
合
せ
・
意
見
を

直
接
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

各
課
か
ら
み
な
さ
ま
へ
の
お

知
ら
せ
を
掲
載
、
担
当
業
務
の
問

い
合
わ
せ
・
意
見
を
直
接
Ｅ
メ
ー

ル
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
の
新
着
図
書
の
照
会
、

図
書
検
索
も
で
き
ま
す

　

火
災
・
救
急
な
ど
の
緊
急
時
の

対
応
・
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
証

明
・
教
育
・
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
、
新

す
べ
て
の
部
門
の
業
務
内
容
・

各
種
手
続
き
を
わ
か
り
や
す

く
掲
載

着
図
書
照
会
・
利
用
案
内
・
図
書

検
索
な
ど
が
で
き
ま
す
。　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
開
花
・
へ
そ
祭
り

な
ど
の
情
報
を
満
載

相
談
窓
口
な
ど
、
市
の
す
べ
て
の

部
門
の
業
務
内
容
・
各
種
手
続
き

が
わ
か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
音
声
・
携
帯
電
話
で
も

情
報
が
取
り
出
せ
ま
す
。　

※
み
な
さ
ん
も
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
便
利
帳
コ
ー
ナ
ー

く
ら
し
の
情
報

情報メニュー
�トップページ

�トピックス（最新情報）

�富良野市の概要

�市民のみなさまへ
　（おもなもの）
  市民の声　
  広報ふらの・お知らせ版
  健康カレンダー
  ごみ処理の方法
  施設の利用状況照会
  各課への連絡先一覧
  富良野図書館

�市民便利帳
（おもなもの）
 くらしの情報
　急病・火災・福祉・住民
　登録など

�来れ！ふらの農業応援団

�観光の情報

�各課の紹介

観
光
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
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ふ
ら
の
の
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給

し
、
各
家
庭
に
送
る
「
中
区
配
水
池
」

を
中
御
料
の
小
高
い
丘
に
建
設
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
今
年
２
月
に
落
成
式
を
行

い
、
オ
ー
プ
ン
を
8
月
に
予
定
し
て

い
る
こ
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

【
上
水
道
】
中
区
配
水
池

　

市
の
水
道
は
昭
和　

年
に
創
設
さ
れ
、
以
後

39

ま
す
ま
す
増
え
る
水
道
需
要
に
応
え
る
た
め
、

　

年
に
第
一
次
拡
張
事
業
、　

年
に
第
二
次
拡

４８

５８

張
事
業
、
平
成
５
年
に
第
二
次
拡
張
変
更
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
給
水
区
域

に
安
定
し
た
水
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
下
水
の
水
位
が
低
下
し
、
水
質

の
変
化
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
源
を
地

下
水
に
求
め
て
い
る
方
か
ら
の
水
道
の
要
望
が

ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
水
道
管
が
入
っ
て
い
な
い

地
域
（
給
水
困
窮
地
域
）
の
解
消
と
災
害
な
ど

の
緊
急
時
の
対
応
を
行
う
た
め
、
平
成
９
年
か

ら
今
回
の
第
３
次
拡
張
事
業
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
中
区
配
水

池
の
建
設
に
向
け
送
・
配
水
管
の
布
設
、
管
理

道
路
の
整
備
な
ど
を
し
て
、　

年
度
に
地
質
調

１１

査
な
ど
を
経
て
、　

年
度
に
中
区
配
水
池
の
建

１２

設
に
着
手
し
ま
し
た
。　

年
２
月
に
建
物
を
完

１３

成
し
、
現
在
周
辺
整
備
を
行
い
8
月
に
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
目
標
年
度
の　

年
度
ま
で
に
、
水
道
管

１８

が
入
っ
て
い
な
い
御
料
地
域
に
幹
線
配
水
管
の

布
設
整
備
を
行
い
給
水
し
て
い
き
ま
す
。

第３次拡張事業第２次拡張事業変更第２次拡張事業第 1 次拡張事業創 設 事 業区    分
平成 9年 5月平成 5年 3月昭和 60年 1月昭和49年 12月昭和37年 12月認 可年月日
19,000 人18,500 人18,500 人16,000 人15,000 人計画給水人口
9,000� / 日6,500� / 日6,500� / 日4,480� / 日3,000� / 日計 画 給水量
中五区に配水池
（３２００ﾄﾝ）を整備
（中区配水池）
送水管、配水管布
設

中五区に水源送水場を
整備（深井戸による安
定した取水量の確保）

北の峰地区に配水
池（５００ﾄﾝ）を整備
（高区配水池）及
び送水ポンプ場

朝日ケ丘公園に配
水 池（１６００ﾄﾝ）を
整備（低区配水池）
自然流下方式によ
る給水

下五区に水源送水
ポンプ場を整備
直圧方式による給
水

主な事業内容

ますます増える水
需要
給水困窮地域の解
消

空知川改修による井戸
水位の低下

都市計画区域の見
直しによる給水区
域の拡大、使用水
量の増大

１人１日使用水量
２８０㍑となる
真夏には１日最大
３０００ﾄﾝ を超える
水圧、水量不足が
生じてくる

公衆衛生の向上
生活環境の改善

背      景

■ 上水道事業の経過

じ
ょ
う 

す
い 

ど

う

ち
ゅ
う　

く　

は

い

す

い　

ち

展望台案内板
東は大雪山連峰、西は夕張山系

展望台水飲み場
おいしいふらの水が飲める
（ふらの水はミネラル分がたっ
　ぷり）



広報ふらの　№４８９5

床
に
芝
と
チ
ッ
プ
を
貼
り
つ
け
多
目
的
広
場
と

し
て
市
民
が
自
由
に
活
用
で
き
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

１
階
に
あ
る
電
気
室
か
ら
は
中
五
区
水
源
送

水
場
に
水
量
な
ど
の
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
、　

時
２４

間
監
視
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

停
電
の
時
も
平
常
に
動
く
よ
う
一
回
の
給
油

で　

時
間
対
応
で
き
る
発
電
機
も
備
え
て
い
ま

１２
す
。

　

配
水
池
の
流
入
・
流
出
を
調
整
す
る
配
管
室

は
、
緊
急
の
時
な
ど
に
１
６
０
０�
の
水
が
確

保
で
き
る
緊
急
遮
断
弁
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
展
望
台
を
利
用
す
る
方
の
駐
車

場
（　

台
）
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

２５

き
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
北
の
峰
病
院
、
北
の
峯
ハ
イ
ツ
、

北
の
峯
学
園
な
ど
を
含
め
た
福
祉
施
設
や
御
料

地
区
へ
も
水
を
送
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

建
物
の
特
徴
は
、
小
高
い
丘
に
建
て
て
い
る

の
で
、
２
階
の
上
屋
を
壁
面
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

展
望
台
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

東
は
大
雪
山
連
峰
、
西
に
は
夕
張
山
系
、
北
に

は
富
良
野
演
劇
工
場
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
民
の
憩
の
場
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
観
光

客
と
の
交
流
の
場
に
な
り
ま
す
。
展
望
台
に
は

お
い
し
い
富
良
野
の
水
が
実
際
に
飲
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
階
に
あ
る
屋
上
広
場
は
、

　

中
区
配
水
池
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
地
下
1
階
地
上
２
階
の
３
階
建
て
で
、

建
物
の
周
辺
整
備
を
含
め
約
６
億
２
千
万
円
が

投
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
富
良
野
市
の
給
水
区
域
全
般

の
貯
水
を
行
い
、
災
害
な
ど
の
緊
急
の
時
の
給

水
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
配
水
池
の
半
分
の
１
６
０
０

�
が
緊
急
災
害
時
の
た
め
に
確
保
さ
れ
、　

市

街
地
を
中
心
と
し
た
給
水
区
域
に
９
０
０
０
ト

ン
（
一
日
）
の
水
を
送
り
こ
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
約
１
９
０
０
０
人
の
人
口
に
対
応
し
た
施

設
で
、
こ
れ
に
よ
り
ま
だ
水
道
管
が
入
っ
て
い

な
い
地
域
へ
の
給
水
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

■
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
部
水
道
課�
３
９
〜
２
３
１
７

福
祉
施
設
や
御
料
地
区
へ
の

水
を
送
る
こ
と
が
可
能
に

一
階
は
配
水
池
や
電
気
室
な
ど

ニ
階
は
展
望
台
や
多
目
的
広
場
に

配水管（給水地域が使用する９,０００トンを送る）

展望台（面積１１５�。中央には水飲み場）

多目的広場（面積８１１�。眺望は最高）

屋上広場から見た景色（夕張山系の西岳ほか）

■平面図

屋上広場の下が
配水池（3,200ﾄﾝ）
になっています
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平
成　

年
度
に
富
良
野
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、
２
１
１

１３

万
８
５
１
１
人
で
前
年
度
に
比
べ
１
。
１
ポ
イ
ン
ト
減
の

２
万
４
６
２
４
人
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
期
観
光
（
４
月
〜
９
月
）
は
、
前
年
度
対
比
１
・
６

ポ
イ
ン
ト
減
の
１
１
６
万
１
４
０
１
人
の
入
り
込
み
数
に

な
り
ま
し
た
。
田
園
休
暇
富
良
野
・
美
瑛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
早
期
か
ら
の
宣
伝
、
北
海
へ
そ
祭
り
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
祭
り
、
ふ
ら
の
博
２
０
０
１
な
ど
効
果
的
な
イ
ベ

ン
ト
の
展
開
、新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
演
劇
工
場
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
充
実
な
ど
に
よ
り
道
内
の
観

光
地
が
激
減
し
て
い
る
中
、
微
減
で
推
移
し
ま
し
た
。
T

V
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
の
撮
影
効
果
、
自
然
景
観
の

人
気
に
支
え
ら
れ
、
麓
郷
の
森
エ
リ
ア
な
ど
が
増
加
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、
ア
ウ
ト
ド

を
力
強
く
走
り
ま
す
。

【
運
行
期
間
】

９
月　

日
〜　

月　

日
の
土
・
日
・

１４

１０

２７

祝
日
の
予
定

【
運
行
区
間
】

旭
川
〜
美
瑛
〜
富
良
野
（
富
良
野
線
）

ふ
ら
の
定
期
観
光
バ
ス

【
運
行
期
間
】

６
月　

日
〜
８
月　

日
の
毎
日

１５

３１

【
コ
ー
ス
】

�
北
の
国
か
ら
丘
陵
地
帯
コ
ー
ス
な

ど
3
コ
ー
ス

ふ
ら
の
ミ
ニ
観
光
バ
ス

【
運
行
期
間
】

６
月
１
日
〜
８
月　

日
の
毎
日
と
、

３１

9
月　

日
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

２３

【
コ
ー
ス
】

�
フ
ァ
ー
ム
富
田
コ
ー
ス

ワ
イ
ン
工
場
、
ぶ
ど
う
果
汁
工
場
な

ど
を
回
り
ま
す

�
チ
ー
ズ
工
房
コ
ー
ス

チ
ー
ズ
工
房
に
行
き
ま
す

○
問
い
合
わ
せ

観
光
協
会�
２
３
‐
３
３
８
８

　

富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協

議
会
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
十
勝
岳

連
峰
か
ら
日
高
山
系
へ
広
が
る
富
良

野
・
美
瑛
・
上
富
良
野
・
中
富
良
野
・

南
富
良
野
、
占
冠
の
６
市
町
村
を
エ

リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
6
月
か
ら　
１１

月
ま
で
の
６
カ
月
間
、田
園
休
暇「
富

良
野
・
美
瑛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

市
民
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
・
体
験
、
特
産
品
な
ど
が

当
た
る
田
園
休
暇
＆
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
の
運
行
な
ど
盛

り
た
く
さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

広
域
観
光
情
報
が
満
載
の
イ
ベ
ン

ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
発
行
さ
れ
、
定

期
観
光
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

あ
な
た
も
観
光
気
分
で
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
参
加

し
て
、
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
富

良
野
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ノ
ロ
ッ
コ
号

富
良
野
・
美
瑛
の
田
舎
風
景
の
中
を

の
ん
び
り
と
走
り
ま
す
。
富
良
野
線

を
３
往
復
し
ま
す
。

【
運
行
期
間
】

６
月
1
日
〜
８
月　

日
の
毎
日

２５

【
運
行
区
間
】

旭
川
〜
美
瑛
〜
富
良
野
（
富
良
野
線
）

S
L
ふ
ら
の
・
び
え
い
号

人
気
の
C　

型
蒸
気
機
関
車
が
、
実

１１

り
の
季
節
を
迎
え
た
田
園
風
景
の
中

2002
富良野・美瑛キャンペーン旅、いい人に。

観光入り込み  前年度対比１．１ポイント減
富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人富良野に来た人      　２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人万人
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ア
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
や
自
然
探
索
な
ど
で
山
岳
エ
リ
ア
や

プ
リ
ン
ス
ゾ
ー
ン
エ
リ
ア
が
堅
実
な
伸
び
を
示
し
ま
し

た
。

　

冬
期
観
光
（　

月
〜
３
月
）
は
、
前
年
度
対
比
０
・
７

１０

ポ
イ
ン
ト
減
の　

万
７
１
１
０
人
の
入
り
込
み
数
に
な
り

９５

ま
し
た
。

　

田
園
休
暇
６
つ
の
秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
特
に
季
節
限

定
の
紅
葉
や
温
泉
、
観
光
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
、

ご
ち
パ
ラ
北
海
道
ｉ
ｎ
富
良
野
、冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

ス
キ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
道
外
で
の
物
産
展
な
ど
の
積
極
的

な
展
開
、
北
の
国
か
ら
の
撮
影
や
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
演
劇
工
場
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
充
実
に

よ
り
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
然
景

観
の
人
気
に
支
え
ら
れ
、
麓
郷
の
森
エ
リ
ア
、
朝
日
ケ
丘

公
園
エ
リ
ア
な
ど
が
堅
実
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
富
良
野
の
豊
な
自
然
を
楽
し
み
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
な
お
も
て
な
し
で
、
観
光
客
の
思
い
出
づ
く
り
に
協
力

し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

○
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課�
３
９
‐
２
３
１
２

す
る
日
」
で
す
。

　

町
内
会
、
職
場
、
友
人
、
家
族
ぐ

る
み
で
へ
そ
踊
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
小
中
学
生
へ
そ
踊
り

大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
当
日
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
踊
り
手
、
書

き
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
図
腹
の

描
き
方
や
踊
り
方
の
講
習
会
、
ビ
デ

オ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
気
軽
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

へ
そ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

商
工
観
光
課�
３
９
‐
２
３
１
２

日
の
夕
方
に
は
、
市
内
の
幼
稚
園
・

保
育
所
の
園
児
が
今
年
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
踊
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
も
優
勝
賞
金　

万
円
を
か
け

３０

て
女
性
団
体
や
一
般
団
体
の
部
に
分

か
れ
て
踊
り
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
愉
快
な
図
腹
を
描
い
た
人

に
は
絵
師
賞
と
し
て
豪
華
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　

北
海
へ
そ
祭
り
の
３
日
間
は
、「
親

と
子
の
絆
、
市
民
同
士
の
絆
を
確
認

　

富
良
野
の
夏
を
彩
る
「
北
海
へ
そ

祭
り
」
が
７
月　

日
（
前
夜
祭
）、　

２７

２８

日
、　

日
の
３
日
間
、
新
相
生
通
り

２９

を
中
心
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
の
北
海
へ
そ
踊
り

大
会
は
、　

・　

日
の
両
日
の
夜
に

２８

２９

開
催
さ
れ
ま
す
。
腹
が
ゆ
れ
る
た
び

に
、
怒
っ
た
顔
、
笑
っ
た
顔
、
泣
い

た
顔
…
な
ど
個
性
的
で
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
図
腹
踊
り
と
浴
衣
踊
り
。
ま
た　
２８

第　

回
北
海
へ
そ
祭
り

３４

踊り手・書き手・
スタッフ募集

５０

１００

１５０

２００

２５０

S61 H3 H8 H11 H12 H13

万人

年度

～上半期（４月～９月）
～下半期（１０月～３月）

観光入り込み数の推移

ボランティアスタ
ッフには食事、T

シャツを支給しま
す
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６
月
２
日
か
ら
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
い
ち
い
」
で
毎
週
日
曜
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
老
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

少
し
の
お
出
か
け
や
介
護
休
暇
に

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
で
、 
杖 
ま
つ
え

６５

た
は
歩
行
器
を
用
い
て
自
立
歩
行
が

で
き
る
方
。
お
お
む
ね
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
で
き
る
方
。

◆
内　

容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
見
守

り◆
利
用
日
時　

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◆
利
用
料

１
日
３
０
０
円

（
た
だ
し
、
昼
食
代
は
実
費
負
担
）

◆
送　

迎　

午
前　

時
と
午
後
３
時

１０

◆
利
用
申
込

事
前
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
利

用
の
３
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー�
３
９
‐
２
２
１
５

 
お
年
寄
り
の
一
時
見
守
り

 
ふ
れ
あ
い
託
老
所

 
利
用
し
て
く
だ
さ
い

�応募先　� 076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 ℡３９～２３０４　�２３～２１２１

　�ふれあい�やさしさ�感動を伝える写真テ ー マ
　市　民応募対象
　テーマが良く表現されていること。選考基準
　サービス判以上（採用された場合は写真のネガをお借りします）サ イ ズ
　６月１４日�　※次号８月号は７月１２日締め切り
　①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号⑤写真の「題名」及
　び簡単なコメントがあれば添えて持参、または郵送。

応募方法

　企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフクシ・カメラの
　ヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふらの・フォトセンターミムラ

提 出 先

　たて、よこ自由（ごく最近の写真）で応募してください。
　表紙は白黒印刷です。応募写真は返却しません。

そ の 他

　審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者には６ツ切写
　真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

号号７７ 月月

表 紙 写 真 を 募 集
表 紙 写 真 を 募 集 ！！

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとした
ひとこまをスナップで応募してくださ
い。

　
　
　
　
　
　
　

東
山　
　
　

男
性

　

N
H
K
の
ク
イ
ズ
番
組
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
ゴ
ミ
分
別
辞
典
の
こ
と
で

す
。
視
聴
者
か
ら
「
辞
典
を
送
っ
て

欲
し
い
」
と
い
う
依
頼
の
メ
ー
ル
が

大
量
に
市
役
所
に
舞
い
込
ん
で
い
る

と
新
聞
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
辞
典
の
送
料
は
市
民
の
税
金

で
払
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
辞
典
の
印
刷
代
も
税
金
で
払
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

送
る
人
に
そ
れ
な
り
の
負
担
を

と
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
別
で
す
が
、

こ
う
い
う
時
の
送
料
な
ど
の
全
額
を

相
手
に
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
（
お
答
え
し
ま
す
）

　

市
民
以
外
や
民
間
会
社
か
ら
の
請

求
に
は
実
費
（
一
冊
当
た
り
資
料
制

ゴ
ミ
分
別
辞
典
を
送
る
と
き
の

送
料
な
ど
の
負
担
は

作
費
＋
郵
送
料
）
を
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
を
す
る

職
員
の
人
件
費
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
こ
ま
で
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
職
員
の
努
力
で
通
常
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　
�
３
９
‐
２
３
０
８�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

  
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
思
い 

　
 
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
意
見
・

　
   
提
言
･
質
問
を
掲
載
す
る

        
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
　
    
手
紙
・
F
a
x・Ｅ  
メ
ー
ル
で
み
な
さ

　
　
　
 
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

                

〒 076-8555〒 076-8555
富良野市弥生町 1番 1号富良野市弥生町 1番 1号
市役所企画振興課市役所企画振興課広広聴広報係聴広報係
ＦＦａｘａｘ 23-212123-2121
E E-m-mail :koho@city.furanoail :koho@city.furano
..hhokkaido.jpokkaido.jpごみ分別辞典が入っている分別の手引き
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1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

６
月
の
行
事
予
定

� 22 ～ 3005

は、キャンプはもちろんテニスや
ゴーカート、遊具などの設備が充
実。そのうえカヌーやボート、
フィッシングも思いのまま。
　休日は、南富良野ネイチャーリ
ゾートへ。
�商工観光課　�５２-２１１２

　占冠村　

大自然に囲まれてのキャンプ

ニニウキャンプ場オープン
　占冠村ニニウ地区は大自然に囲ま
れたひっそりとしたところです。も
ちろんとっても静かで、とってもワ
イルド。身近にある整備されたキャ
ンプ場に飽きた「アウトドア通」の
みなさんぜひお越しください。
�企画課　�５６-２１２１

良野盆地の田園風景と十勝岳連峰
のパノラマが望めます。
期間　７月１日～８月中旬
料金　大人３００円　子ども２００円
�企画振興課　�４４-２１２１

南富良野町
かなやま湖畔は絶好の

アウトドア・フィールド　
　森と湖に囲まれた広大なエリア

上富良野町
深緑の登山は最高

第２４回十勝岳山開き
　十勝岳の夏山登山の到来を告げる
山開き。記念登山と十勝岳温泉無料
入浴サービスが実施されます。
◆６月１５日�　午後１時　リレー
マラソン、午後３時　安全祈願祭
◆６月１６日�　８時から順次、十勝
岳温泉広場から各登山コース出発
�山開き実行委員会　�４５-３１５０

中富良野町

観光リフトで空中散歩
　北星山町営ラベンダー園。リフ
トで頂上をめざすと足元にはラベ
ンダー、ポピー、サルビアなどの
花畑が広がります。山頂からは富

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
趣
味
の
作
品
展

▼
池
田
ひ
ろ
み　

七
宝
焼
展

１
日�
〜　

日�
ま
で

１４

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
映
画
・
手

づ
く
り
紙
し
ば
い
の
集
い

８
日�
午
前　

時　

分
か
ら　

１０

３０

２
階
展
示
ホ
ー
ル

▼
富
良
野
高
校
合
同
展

５
日�
午
後
３
時
ま
で

▼
笹
田
サ
ダ
子　

水
墨
画
展

　

日�
〜　

日�
ま
で

１５

３０

　

６
月
の
休
館
日　

▼
定
期
休
館
日
（
毎
週
月
曜
日
）

３
日
・　

日
・　

日
・　

日

１０

１７

２４

▼
整
理
休
館
日　
　

日�
２８

　　< 一般書 >
　　　溝　鼠     ………………………………新堂　冬樹

どぶねずみ

　　　蒼　龍     ………………………………山本　一力
そうりゅう

　　　東京蛮族……………………………森村　誠一
　　　こころのひみつ……………………田口ランディ

　　< 児童書 >　　
　　　どろだんご…………………………たなかよしゆき
　　　かさ　かしてあげる………………こいでやすこ
　　　ぞうのエルマー………………デビット・マッキー

他にも新刊書をそろえていますので、
お気軽にお尋ねください。
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ATCHING

　５月１日�、富良野市高齢者事業団
（辻武夫理事長）会員１１２名がごみ拾い
や清掃などの環境奉仕活動を行いまし
た。
　会員は鳥沼公園、朝日ヶ丘公園、人材
開発センターの駐車場などに分かれて、
ごみ拾いと老人福祉センターの窓拭き
などを行いました。

　鳥沼公園でごみを拾う長島孝多さん
（北の峰町）は「空き缶や空きびんがほ
とんどですが、コンロや洗濯機などの電
化製品も捨てられていました。市民のみ
なさんの良識あるモラルでごみを捨て
ないでほしいです」と話してくれまし
た。

　ごみを捨てないで 高齢者事業団環境奉仕作業

　

５
月　

日�
、
コ
ー
ス
開
き
を
記
念
し
、
東

１６

山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
主
催
の
大
会
が
参
加

者
約　

名
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４０

　

開
会
式
で
は
、
阿
部
貞
典
会
長
が
「
和
や
か

に
遊
び
心
を
も
っ
て
楽
し
ん
で
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
高
田
市
長
、
中
元
議
長
の
始
球
式
で

大
会
が
始
ま
り
、
待
望
久
し
い
オ
ー
プ
ン
に
、

早
速
、
参
加
者
の
ボ
ー
ル
を
叩
く
乾
い
た
音
が

青
々
と
し
た
コ
ー
ス
上
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

東
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

　

5
月
５
日�
、
東
大
樹
木
園
で
行
な
わ
れ
、

多
く
の
地
域
住
民
が
桜
の
花
び
ら
が
ひ
ら
ひ
ら

落
ち
る
中
、
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
会
や
家
族
連
れ
で
コ
ン
ロ

を
囲
み
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
に
舌
鼓
み
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
友
人
と
来
た
中
野
さ
ん（
山

部　

町
内
）
は
、「
肌
寒
い
で
す
が
、
こ
こ
の
桜

１３
は
最
高
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第　

回
や
ま
べ
さ
く
ら
ま
つ
り

５０

　

こ
こ
の
桜
は
最
高
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５
月　

日�
、
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

１４

れ
、
地
域
住
民
約
1
5
0
が
参
加
し
、
交
通
安

全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
渡
辺
忍
山
部
交
通
安
全
協
会
会

長
が
、「
地
域
が
一
致
協
力
し
て
交
通
安
全
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ
。
澤

田
美
香
さ
ん
（
山
部
小
６
年
）、
榎
本
欣
助
さ
ん

（
山
部
南
陽
）、扇
原
靖
信
さ
ん（
北
の
峰
町
）が

そ
れ
ぞ
れ
誓
い
を
述
べ
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク

ラ
ブ
代
表
の
加
藤
礼
美
子
さ
ん
（
山
部　

町
内
）

１３

が
「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
、
１
０
０
０
日
を
め

ざ
し
、
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま

す
」
と
力
強
く
交
通
安
全
宣
言
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
を
誓
う

山
部
地
区
交
通
安
全
大
会

　　

　

ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
南
陽
館
で
は
現
在
、
陶
芸

作
家
恒
枝
直
豆
さ
ん
と
画
家
森
本
学
史
さ
ん
の

２
人
が
創
作
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
か
ら
富
良
野
で
独
立
を
果
た
し
た
陶

芸
の
恒
枝
さ
ん
は
、
今
月
か
ら
い
よ
い
よ
初
窯

の
予
定
。「
富
良
野
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で

つ
く
り
ま
し
た
。
仕
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

二
人
の
創
作
活
動
の
場
の
ほ
か
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
あ
り
、
木
造
の
旧
校
舎
と
相
ま
っ
て
素

朴
で
温
か
み
の
あ
る
ア
ー
ト
空
間
を
作
り
上
げ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
南
陽
館
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
南
陽
館

い
よ
い
よ
初
窯

　

４
月　

日�
、
東
鳥
沼
市
民
農
園
で
行
わ
れ

２７

ま
し
た
。

　

今
年
の
市
民
農
園
に
は
市
民　

組
が
参
加
し

８２

ま
し
た
。
こ
の
日
の
開
園
説
明
会
で
は
、
利
用

者
に
農
作
物
の
栽
培
技
術
指
導
、
利
用
に
当

た
っ
て
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
か
ら
管
理
す
る
農
園
の
引

き
渡
し
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
連
続
３
度
目
の
参
加
と
な
る
楠　

幸

雄
さ
ん
（
日
の
出
町
）
は
、「
自
分
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
と
農
作
物
を
つ
く
る
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
毎
年
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
作
物
を
つ
く
る
喜
び

市
民
農
園
の
引
き
渡
し

　

４
月　

日�
、
五
条
大
橋
下
流
河
川
敷
で
行

２８

わ
れ
、
約　

名
が
２
５
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

７０

　

倉
橋
会
長
が
「
ど
ろ
亀
先
生
を
偲
ぶ
植
樹
会

で
す
。
先
生
は
宇
宙
で
植
樹
を
し
て
こ
ち
ら
も

見
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、　

セ
３０

ン
チ
ほ
ど
穴
を
掘
っ
て
、
そ
こ
に
約　

セ
ン
チ

５０

の
秋
ぐ
み
な
ど
の
苗
木
を
入
れ
て
、
丁
寧
に
土

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
高
橋
康
憲
さ
ん
（
扇

山
小
三
年
）
は
「
穴
を
掘
っ
て
少
し
疲
れ
た
け

れ
ど
楽
し
か
っ
た
。
早
く
大
き
く
育
て
ば
良
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

早
く
大
き
く
育
っ
て

ど
ろ
亀
先
生
を
偲
ぶ
植
樹
祭
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▲プロフィール
　布部・岡山県出身
　息子夫婦、孫夫婦、曾孫の４世代同居
　毎日欠かさず家庭菜園に励む
　草創期から富良野に生きる

妻のためにも元気な姿を見せたい

岡本　 徳市 さん（９５歳）
とくいち

岡
山
か
ら
両
親
と
と
も
に
移
り
住
ん
だ

 　

岡
山
か
ら
両
親
と
と
も
に
移
り
住
ん
だ

の
が
小
学
１
年
の
時
、
大
正
３
年
の
こ
と
で

の
が
小
学
１
年
の
時
、
大
正
３
年
の
こ
と
で

す
。母
が
真
言
宗
で
し
た
の
で
、宗
派
を
頼
っ

す
。母
が
真
言
宗
で
し
た
の
で
、宗
派
を
頼
っ

て
富
良
野
寺
が
あ
る
当
地
で
わ
ら
じ
を
脱
ぐ

て
富
良
野
寺
が
あ
る
当
地
で
わ
ら
じ
を
脱
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。北
の
地
で
一
旗
揚
げ
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。北
の
地
で
一
旗
揚
げ
、

「
故
郷
に
錦
を
飾
り
た
い
」。そ
ん
な
思
い
で

「
故
郷
に
錦
を
飾
り
た
い
」。そ
ん
な
思
い
で

両
親
は
開
拓
の
道
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

両
親
は
開
拓
の
道
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

当
時
の
富
良
野
は
未
開
の
地
で
し
た
。
木

　

当
時
の
富
良
野
は
未
開
の
地
で
し
た
。
木

を
切
り
、
笹
を
刈
り
、
焼
き
払
い
、
一
鍬
一

を
切
り
、
笹
を
刈
り
、
焼
き
払
い
、
一
鍬
一

鍬
田
畑
を
作
り
ま
し
た
。
開
拓
と
は
食
べ
る

鍬
田
畑
を
作
り
ま
し
た
。
開
拓
と
は
食
べ
る

た
め
に
田
畑
を
整
地
す
る
こ
と
。
ま
さ
に
ゼ

た
め
に
田
畑
を
整
地
す
る
こ
と
。
ま
さ
に
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

富
良
野
で
は
３
度
土
地
を
開
拓
し
た
こ
と

　

富
良
野
で
は
３
度
土
地
を
開
拓
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
最
初
は
北
大
の
演
習
林
で
当

に
な
り
ま
す
。
最
初
は
北
大
の
演
習
林
で
当

時
こ
の
あ
た
り
は
澱
粉
工
場
が
あ
り
、
馬
鈴

時
こ
の
あ
た
り
は
澱
粉
工
場
が
あ
り
、
馬
鈴

薯
の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
。
エ
ン
ド
ウ
、
馬

薯
の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
。
エ
ン
ド
ウ
、
馬

鈴
薯
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
小

鈴
薯
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
小

作
農
で
し
た
。
そ
の
後
、御
料
地
区
に
入
植
、

作
農
で
し
た
。
そ
の
後
、御
料
地
区
に
入
植
、

こ
こ
で
自
作
農
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
土

こ
こ
で
自
作
農
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
土

地
が
悪
く
、
一
般
の
馬
鈴
薯
な
ど
の
農
作
物

地
が
悪
く
、
一
般
の
馬
鈴
薯
な
ど
の
農
作
物

は
取
れ
な
く
、
除
虫
菊
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど

は
取
れ
な
く
、
除
虫
菊
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど

の
薬
草
と
一
部
リ
ン
ゴ
を
植
え
ま
し
た
。

の
薬
草
と
一
部
リ
ン
ゴ
を
植
え
ま
し
た
。

年
程
、
母
と
二
人
で
リ
ン
ゴ
の
行
商
を

　
　

年
程
、
母
と
二
人
で
リ
ン
ゴ
の
行
商
を

2020
や
り
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
自
分

や
り
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
自
分

で
売
っ
て
歩
い
た
も
の
で
す
。
米
や
餅
米
に

で
売
っ
て
歩
い
た
も
の
で
す
。
米
や
餅
米
に

か
え
て
も
ら
っ
た
り
、
転
売
し
て
現
金
化
し

か
え
て
も
ら
っ
た
り
、
転
売
し
て
現
金
化
し

た
り
、
米
や
家
畜
の
飼
料
と
物
々
交
換
し
て

た
り
、
米
や
家
畜
の
飼
料
と
物
々
交
換
し
て

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
リ
ン
ゴ
園
も
昭
和

年
に
や
め
ざ

　

し
か
し
リ
ン
ゴ
園
も
昭
和　

年
に
や
め
ざ

1515

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
熊
が
出
没
し
食
い

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
熊
が
出
没
し
食
い

荒
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
か

荒
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
か

ら
国
道
寄
り
に
新
し
い
土
地
を
開
墾
し
、
水

ら
国
道
寄
り
に
新
し
い
土
地
を
開
墾
し
、
水

田
と
薬
草
中
心
の
営
農
を
始
め
ま
し
た
。

田
と
薬
草
中
心
の
営
農
を
始
め
ま
し
た
。

生
活
は
苦
し
く
、
農
閑
期
に
は
山
稼
ぎ
で

　

生
活
は
苦
し
く
、
農
閑
期
に
は
山
稼
ぎ
で

農
外
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
山
の
木
を

農
外
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
山
の
木
を

切
っ
て
、
丸
太
を
つ
く
り
、
木
工
所
な
ど
に

切
っ
て
、
丸
太
を
つ
く
り
、
木
工
所
な
ど
に

運
ぶ
仕
事
で
す
。
当
時
の
農
家
で
は
当
た
り

運
ぶ
仕
事
で
す
。
当
時
の
農
家
で
は
当
た
り

前
で
し
た
。
結
局
農
業
は

歳
で
や
め
ま
し

前
で
し
た
。
結
局
農
業
は　

歳
で
や
め
ま
し

6868

た
が
、

歳
ま
で
こ
の
経
験
を
生
か
し
工
務

た
が
、　

歳
ま
で
こ
の
経
験
を
生
か
し
工
務

7777

店
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

店
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

富
良
野
に
来
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、
中
耳
炎
が

　

富
良
野
に
来
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、
中
耳
炎
が

も
と
で
聴
力
を
な
く
し
ま
し
た
。
育
良
小
学

も
と
で
聴
力
を
な
く
し
ま
し
た
。
育
良
小
学

校
の
校
長
先
生
夫
妻
が
耳
が
聞
こ
え
な
い
私

校
の
校
長
先
生
夫
妻
が
耳
が
聞
こ
え
な
い
私

に
、
読
み
書
き
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
マ

に
、
読
み
書
き
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
６
年
生
ま
で
教
え
て
い
た
だ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
６
年
生
ま
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
こ
う
や
っ
て
筆
談
や
文
字
が

き
ま
し
た
。
今
こ
う
や
っ
て
筆
談
や
文
字
が

読
め
る
の
は
そ
の
時
の
お
か
げ
で
す
。

読
め
る
の
は
そ
の
時
の
お
か
げ
で
す
。

歳
の
時
に
は
、
軽
い
脳
梗
塞
に
な
り
ま

　
　

歳
の
時
に
は
、
軽
い
脳
梗
塞
に
な
り
ま

7777
し
た
。
そ
の
後
遺
症
で
、
一
年
間
声
を
発
す

し
た
。
そ
の
後
遺
症
で
、
一
年
間
声
を
発
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
担
当
の

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
担
当
の

先
生
の
根
気
強
い
治
療
で
、
再
び
声
を
取
り

先
生
の
根
気
強
い
治
療
で
、
再
び
声
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

妻
と
は
今
年
、
結
婚

年
。
妻
の
支
え
が

　

妻
と
は
今
年
、
結
婚　

年
。
妻
の
支
え
が

7070

な
か
っ
た
ら
生
き
て
は
い
け
な
か
っ
た
二
人

な
か
っ
た
ら
生
き
て
は
い
け
な
か
っ
た
二
人

三
脚
の
人
生
で
す
。
今
、
膝
を
悪
く
し
て
北

三
脚
の
人
生
で
す
。
今
、
膝
を
悪
く
し
て
北

の
峯
ハ
イ
ツ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

の
峯
ハ
イ
ツ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
き
っ
と
元
気
に
な
っ
て
ま
た
一
緒
に
暮

が
、
き
っ
と
元
気
に
な
っ
て
ま
た
一
緒
に
暮

ら
せ
る
日
を
信
じ
、
毎
日
祈
っ
て
い
ま
す
。

ら
せ
る
日
を
信
じ
、
毎
日
祈
っ
て
い
ま
す
。

「
一
週
間
に
一
度
、妻
に
会
う
の
が
楽
し
み

　
「
一
週
間
に
一
度
、妻
に
会
う
の
が
楽
し
み

で
す
。
だ
か
ら
常
に
元
気
な
姿
を
見
せ
な
け

で
す
。
だ
か
ら
常
に
元
気
な
姿
を
見
せ
な
け

れ
ば
」
と
徳
市
さ
ん
。

れ
ば
」
と
徳
市
さ
ん
。

「
夫
婦
が
元
気
で
い
て
く
れ
る
こ
と
が
家

　
「
夫
婦
が
元
気
で
い
て
く
れ
る
こ
と
が
家

族
の
願
い
」。
家
族
の
愛
、
妻
の
支
え
、
そ
し

族
の
願
い
」。
家
族
の
愛
、
妻
の
支
え
、
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
出
会
い
。
振
り
返
る
と
生
き

て
素
晴
ら
し
い
出
会
い
。
振
り
返
る
と
生
き

る
だ
け
が
精
一
杯
の
人
生
と
い
わ
れ
ま
す

る
だ
け
が
精
一
杯
の
人
生
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
重
い
ハ
ン
デ
ィ
を
持
ち
、

歳
に
な
っ

が
、
重
い
ハ
ン
デ
ィ
を
持
ち
、　

歳
に
な
っ

9595

た
今
も
家
庭
菜
園
で
元
気
で
働
く
姿
に
、
開

た
今
も
家
庭
菜
園
で
元
気
で
働
く
姿
に
、
開

拓
者
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

拓
者
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

※徳市さんは聴覚障害者（2級）であるため、インタビューは息子

の優さんのお話を参考に、徳市さんとの筆談により行いました。
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全身を気持
ちよく伸ば

そう

ぼくネあーちゃん守るんだ�
阪口　 紫 音   さん　２歳５カ月

し おん

　　　 彩 音   さん　６カ月
あや ね

（東山）

とてもおちゃめでやんちゃに
育っています
長沢　壮大    さん　１０カ月　 

そうだい

（山部）　

▲ 生命 の貯蓄体操
いのち

　「�自分の健康は自分で守る�をモットーに、病気の予防と若さ

を保つための体操です。力を抜き、自分のペースでゆっくりリラッ

クスして体を動かします。体操の後は本当に体が軽くなります」

と話す西川会長。現在、毎週月曜日は東部児童センター、木曜日

は北の峰コミュニティセンターで活動しています。

　生命の貯蓄体操は、東洋体操の一種。起源を養生医学に求め、

血行促進、血管の老化防止、内臓の働きを整える、関節のズレや

ゆがみの矯正、ストレス解消などの効果があるとされています。

　「体全体をバランス良く動かし、楽しく健康づくりをしません

か。一度のぞいてみてください」と西川さん。また７月からの３

カ月間は、保健センターで無料講習会を開催する予定ですので、

興味のある方はぜひ参加してください。

プロフィール

平成８年４月発足
会員数　２２名
代表者　西川　ひろみさん
活動日　毎週月・木曜日
　　　　午後７時～８時３０分
連絡先　�２３-６１８５（自宅）
　　　　�２２-４６６４（会社）　

き
っ
ち
り
と
し
た
準
備
が

い
い
仕
事
に
つ
な
が
る

鈴木 寿明鈴木  寿明ささんん (２５)(２５)　
協和印刷商事（株）協和印刷商事（株）

すずき としあき

　

印
刷
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。
印
刷
機
に
紙
と

イ
ン
ク
を
セ
ッ
ト
し
、
状
態
良
く
印
刷
で
き
る

よ
う
操
作
、
管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
印
刷
は
機
械
が
自
動
で
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
大
事
な
の
は
そ
れ
ま
で
の
準
備
。
前
後

の
工
程
の
担
当
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
印
刷
物
の

紙
質
、
イ
ン
ク
の
色
や
状
態
な
ど
に
合
わ
せ
た

調
合
の
工
夫
。
や
る
こ
と
を
き
っ
ち
り
や
ら
な

い
と
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
た
い
言
い
方
で

す
が
、
き
れ
い
に
印
刷
し
た
い
。
注
文
に
対
し

て
確
実
に
応
え
る
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
色
、
文
字
、
写
真
の
写
り
な
ど
自
分
の
納

得
い
く
印
刷
物
が
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
工
夫

と
努
力
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

　

休
日
は
友
人
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
と
い

う
。
夢
は
と
聞
く
と
、「
病
気
も
な
く
普
通
に
歳

を
と
っ
て
い
け
れ
ば
」と
お
っ
と
り
答
え
ま
す
。

素
顔
は
の
ん
び
り
屋
、
人
を
和
ま
す
お
だ
や
か

な
話
し
ぶ
り
が
印
象
的
で
し
た
。
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肝
臓
ガ
ン
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

�
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の

　

高
い
人

　

感
染
者
の
多
く
は
感
染
時
期
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

き
な
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
、
輸
血
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
一
度
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
血
液
検
査
で
調
べ
ま
す
。

�
も
し
感
染
し
て
い
た
ら

　

感
染
し
て
い
て
も
、
ほ
と
ん

ど
症
状
は
な
い
の
で
、
特
に
日

常
生
活
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肝
臓
の
状
態
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
定
期
的
な
検
査
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
の
セ
ッ
ト

検
診
で
も
、今
年

度
か
ら
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
輸

血
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
な

ど
、
心
配
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

肝
炎
を
起
こ
す
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
型
、

Ｂ
型
、Ｃ
型
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬

変
、
肝
臓
ガ
ン
に
移
行
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎

で
す
。

�
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

血
液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す

が
、
感
染
力
は
弱
く
、
日
常
生

活
で
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
９
８
８
年
に
発
見
さ
れ
、

以
後
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
や
、
輸
血
用
血
液
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

�
Ｃ
型
肝
炎
の
特
徴

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
も
、
症
状
が
軽
か
っ
た
り
、
出

な
い
た
め
、
本
人
が
感
染
に
気
付

か
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
肝
臓
に
住

み
つ
き
や
す
く
、
慢
性
肝
炎
に
な

り
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
感
染

し
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る

と
、　

〜　

年
か
け
て
肝
硬
変
や

２０

３０

富
良
野
医
師
会

と
脳
神
経
細
胞
の
減
少
を
速
め
、
脳

萎
縮
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
多
量
に
お

酒
を
飲
む
人
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

同
年
齢
の
人
と
比
べ
て
、
脳
萎
縮
の

程
度
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
す
ぎ
に
よ
っ
て

老
化
が
進
み
、
知
的
機
能
の
障
害
や

ボ
ケ
も
速
ま
っ
て
き
ま
す
。

�
老
化
を
防
ぐ

　

お
酒
の
飲
み
方
と
は

　

動
脈
硬
化
や
ボ
ケ
を
防
ぐ
お
酒

の
飲
み
方
は
、
多
く
の
研
究
か
ら
、

１
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
の
上

限
を　

〜　

ｇ
以
下
と
し
て
、そ
れ

３０

４０

以
上
は
飲
ま
な
い
こ
と
で
す
。

○
清
酒
な
ら
１
合
以
下

○
ビ
ー
ル
な
ら

大
ビ
ン
１
本
半

以
下

○
ウ
ィ
ス
キ
ー
な

ら
シ
ン
グ
ル
３
〜

４
杯
以
下

　

ま
た
、
毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い
よ

う
に
し
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン

を
多
く
含
ん
だ
食
品
を
同
時
に
と
る

な
ど
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

　　

お
酒
は
少
量
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス

解
消
や
気
分
転
換
に
有
効
で
す
。
し

か
し
長
年
に
わ
た
っ
て
大
量
に
飲
み

続
け
て
い
る
と
、 
肝
臓 
を
は
じ
め
と

か
ん
ぞ
う

し
た
多
く
の
臓
器
に
障
害
が
現
れ

て
、
高
血
圧
や
肥
満
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
促
進
し
ま
す
。
そ
の
結
果
老

化
が
早
ま
り
、
頭
も
ボ
ケ
や
す
く
な

り
ま
す
。

�
ア
ル
コ
ー
ル
と
生
活
習
慣
病

　

お
酒
を
飲
む
量
が
増
え
る
と
、

そ
れ
に
つ
れ
て
肝
臓
で
は
中
性
脂

肪
の
産
生
が
高
ま
り
ま
す
が
、
一

緒
に
脂
肪
の
多
い
食
事
を
と
る

と
、
そ
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
強
ま

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脂
肪
肝
や

高
脂
血
症
を
起
こ
し
た
り
、
同
時

に
動
脈
硬
化
を
助
長
し
た
り
し
ま

す
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
は
ア
ル
コ
ー

ル
を
多
量
に
飲
ん
だ
時
の
こ
と
で
、

少
量
で
は
む
し
ろ
動
脈
硬
化
や
狭
心

症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
（
こ
れ
ら
を
冠

動
脈
疾
患
と
い
い
ま
す
）
の
発
症
を

予
防
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

�
飲
み
過
ぎ
は
ボ
ケ
の
も
と

　

歳
を
と
る
と
脳
神
経
細
胞
が
減
る

の
は
生
理
的
な
現
象
で
、
当
然
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
長
年
に
わ
た
っ
て

多
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
続
け
る

健
康
一
口
メ
モ

老
化
を
防
ぐ 
③

保

健

師

お
元
気
で
す
か

検査を受けましょう

Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て

お酒の飲み方
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�父の日のプレゼントづくり
　各児童館では、父の日にむけてプレゼントづくりを行

います。お父さんだけでなく日頃お世話になっている方

へのプレゼントとしても利用してください。

　日程、内容など詳しくは各児童館におたずねくださ

い。

　　　　
�児童厚生員の異動
・緑町児童館　　　　　長南幸江、内海笑子
・北の峰児童館　　　　山形佐季子、柿原静子
・麻町児童センター　　吉田和子、横山久子
・桂木児童センター　　小谷美和子、今平玉恵
・東部児童センター　　吉本朝子、福士恵美子
　　　　　　　　　　　　　　　　　

みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には 5つの児童館（児童センター）があり、だれ
でも自由に利用することができます。
�開館時間　月～金曜日は午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日は午前１０時～午後５時
　　　　　　　
　　詳しくは、各館にお問い合わせください。

� 22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
� 23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
� 23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
� 22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
� 23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

板
の
間
の
猫
の
足
あ
と
春
の
土　
　
　
　
　

後
藤　

優
子

瑞
み
ず
し
五
月
の
空
へ
ペ
ダ
ル
踏
む　
　
　

鈴
木　

美
代

春
光
や
ひ
と
り
座
敷
に
刺
子
さ
す　
　
　
　

池
田　

綾
子

日
盛
り
の
水
を
舐
め
る
し
北
狐　
　
　
　
　

相
良　

紀
子

母
と
数
ふ
枝
垂
桜
の
蕾
か
な　
　
　
　
　
　

武
部　

洋
子

空
耳
の
後
に
た
し
か
に
初
郭
公　
　
　
　
　

上
坂　

睦
美

三
坪
の
畑
に
鍬
打
つ
夫
の
汗　
　
　
　
　
　

佐
藤　

輝
夫

待
ち
か
ね
し
赴
任
の
子
よ
り
花
便
り　
　
　

津
山　

洋
子

急
か
さ
れ
し
桜
吹
雪
に
立
ち
す
く
み

憶
い
で
し
ろ
く
攫
わ
れ
て
ゆ
く　
　
　
　
　

川
崎　

淑
子

春
の
雨
音
な
く
降
り
て
麦
畑

み
ど
り
い
ろ
ま
す
靜
か
な
る
朝　
　
　
　
　

猫
山　

清

が
ん
ば
れ
と
の
エ
ー
ル
か
暑
き
ハ
ウ
ス
中

そ
よ
風
さ
つ
と
吹
き
ぬ
け
て
ゆ
く　
　
　
　

宮
田
美
和
子

茶
髪
の
娘
ピ
ア
ス
搖
ら
し
て
腕
く
ん
で

恋
人
同
志
か
さ
く
ら
散
る
午
後　
　
　
　
　

吉
田　

久
子 

七
十
余
年
生
き
れ
ば
皺
も
ふ
え
ま
す
と

夜
の
鏡
に
お
ど
け
顔
せ
り　
　
　
　
　
　
　

村
上
せ
つ
子

◆
富
良
野
市
へ             

▽
西
本　

伸
顯（
若
松
町
９
〜

　

）金　

万
円　

▽
国
際
ソ
ロ

１９

３０

プ
チ
ミ
ス
ト
富
良
野　

金
３

万
円

　
◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
木
平　

節
子（
住
吉
町
２
〜

　

）金
５
万
円　

▽
忍
穂
登
志

２２子
（
新
光
町
２
〜
５
）
金　

万
１０

円　

▽
福
西　

宣
夫（
東
麻
町

　

〜
２
）金
２
万
円　

▽
奥
野

１２岩
雄
（
西
鳥
沼
の
１
）
金　

万
５０

円　

▽
三
浦　

良
子（
東
麻
町

　

〜
３
）金
３
万
円　

▽
白
椛

１２京
子
（
山
部
中
央
）
金
３
万
円

▽
田
崎　

清
司
（
山
部　

町
１３

内
）
金
５
万
円　
 
▽
里　

禮

子
（
山
部
中
央
）
金
３
万
円 　

▽
西

本　

伸
顯
（
若
松
町
９
〜　

）
金　

万

１９

２０

円　

▽
野
村　

隆
（
東
山
）
金
５
万
円 

▽
中
田
満
智
子
（
西
町
１
〜　

）
金
３

２２

万
円　

▽
稲
木　

幸
男
（
瑞
穂
町
４
〜

　

）
金
５
万
円　

▽
益
田　

兼
男
（
末

５８広
町　

〜　

）
金
５
万
円　

▽
時
田　

２０

１８

正
美
（
朝
日
町
９
〜　

）
金
５
万
円　

１３

▽
花
輪　

清
（
北
の
峰
町
２
〜
７
）
金

２
万
円　

▽
下
口　

信
彦
（
本
町
６
〜

２
）
シ
ル
バ
ー
カ
ー
他　

▽
忍
穂
登
志

子
（
新
光
町
２
〜
５
）
電
動
ベ
ッ
ド
他

▽
浅
野　

敦
子
（
桂
木
町
４
〜
１
１

６
）
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
他　

▽
芳
川　

繁
一
（
住
吉
町
４
〜　

）
テ
ー
ブ
ル
、

３９

イ
ス
他

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

▽
日
下　

則
武
（
山
部
桜
丘
）
ジ
ャ
ガ

イ
モ　

㎏　
 

１０

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
藤
田　

司
（
北
の
峰
町　

〜　

）
火

３０

１１

鉢　

▽
後
藤　

力
（
西
鳥
沼
２
）
軍
隊

手
帳
他
６
点　

▽
柿
原　

広
志
（
西
鳥

沼
３
）
温
床
用
も
み
播
機

《
敬
称
略
》

　

火
葬
場
を
円
滑
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
　

利
用
者
は
、
市
民
の
健
康
を

害
す
る
恐
れ
が
あ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
な
ど
の
発
生
や
火
葬
炉
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

③
ガ
ラ
ス
製
品
（
ビ
ン
類
、
め
が

ね
な
ど
）

④
貴
金
属
製
品
（
宝
石
、
プ
ラ
チ

ナ
、
金
な
ど
）　

⑤
燃
え
に
く
い
も
の
（
書
籍
、
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
、
衣
類
、
寝
具
、
果

物
な
ど
）

⑥
危
険
物
（
ス
プ
レ
ー
、
ガ
ス
ラ

イ
タ
ー
、
電
池
な
ど
）

�
　

故
人
が
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

装
着
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
火

葬
場
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
必
ず
届
出
時
刻
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
副
葬
品
を
棺
に
入
れ
な
い
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
お
も

ち
ゃ
、
人
形
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
）

②
化
学
繊
維
製
品
（
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
釣
り
竿

な
ど
）

火
葬
場
ご
利
用
の
際
の
お
願
い



電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム
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区
域
内
に
あ
る
空
き
地
・
空
き
店
舗

○
同
区
域
内
に
あ
る
空
き
地
・
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
展
開

の
希
望

◆
登
録
有
効
期
間　

登
録
の
日
か
ら

６
カ
月
間
。
た
だ
し
、
再
登
録
に
よ

り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
登
録
受
付　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

中
心
市
街
地
の
空
き
地
・
空
き
店

舗
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
情
報
バ

ン
ク�
富
良
野
市
空
き
地
・
空
き
店

舗
情
報�
に
登
録
す
る
情
報
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
に

空
き
地
・
空
き
店

舗
を
所
有
さ
れ
て

る
方
、
ま
た
新
た
な
事
業
展
開
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
情
報
の
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
で
き
る
情
報　

○
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

　

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

内
容
及
び
推
進
方
策
に
つ
い
て
必
要

な
検
討
行
い
、
市
民
的
な
立
場
か
ら

提
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主な検討事項
内　　　　　容項　　　　　目

・健康増進型地域交流センター活性化拠点施設づくり
・商業核施設
・観光交流核施設（ビジターセンター ）
・多目的交流施設
など中心市街地活性化基本計画で
予定しているもの
・市民活動の組織づくり活性化を支える組織づくり
・ソフト事業活性化に必要な活動

◆
募
集
人
員　

５
名
程
度

◆
応
募
条
件　

満　

歳
以
上
の
市
民

１５

で
、
７
月
か
ら
月
１
回
程
度
の
会
議

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
出
席
可
能

な
方

◆
任　

期　

委
員
会
設
置
の
日
か
ら

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１５

３１

◆
申
込
期
限

６
月　

日�
２０

○
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５７

か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

６０

ま
れ
た
方

◆
試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間　

６
月　

日�
〜　

日�

１９

２６

◆
そ
の
他　

申
込
用
紙
請
求
な
ど
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相談日程

� 39-2301
市民相談室
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題日常市民相談

� 39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

６/１７�・７/１�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など行 政 相 談

� 39-2301
市民相談室
11:00̃14:00

７ /１４�
  菅沼和歌子弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談無料法律相談

� 39-2301
市民相談室
10:00̃15:00

６ /１０�
藤井毅税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談税 務 相 談

� 39-2301
市役所ロビー
9:30̃15:00

６ /１４�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談社会保険事務相談

� 39-2255
� 39-2213

保健センター 2F
いちい 
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談高齢者介護相談

� 23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談教育何でも相談

� 39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談家庭児童相談

� 39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題ふれあい相談

一人で悩まず、困ったときは気軽に
ご相談ください。

６月は市道民税 1期の納期です

募 集募　集

皆
さ
ん
の
声
を

中
心
市
街
地
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
募
集

商
工
観
光
課

�
３
９
‐
２
３
１
２

登 録登　録

商
工
観
光
課

�
３
９
‐
２
３
１
２

中
心
市
街
地
の
有
効
活
用
に

空
き
地
・
空
き
店
舗
の

情
報
バ
ン
ク
登
録

試 験試　験

富
良
野
税
務
署

 �
２
２
‐
２
１
４
４

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
求
む

国
税
職
員

受
験
者
募
集
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Informationくらしの情報   Informationくらしの情報   
納税は便利な口座振替で！

　

新
た
な
従
業
員
を
試
行
（
ト
ラ
イ

ア
ル
）
雇
用
し
た
新
規
成
長
分
野
の

事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
の
要
件　

○
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
条
件

・
雇
い
入
れ
日
の
満
年
齢
が　

歳
以

３０

上
の
方
で
離
職
理
由
は
問
い
ま
せ
ん

・
離
職
前
の
事
業
主
に
再
び
雇
い
入

れ
ら
れ
た
方
で
な
い
こ
と

・
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
と
し
て
雇
用

さ
れ
た
方

○
事
業
主
の
要
件

・
北
海
道
内
の
雇
用
保
険
適
用
事
業

所
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と

・
公
共
職
業
安
定
所
、
ま
た
は
民
営

職
業
紹
介
所
の
紹
介
に
よ
る
こ
と

・
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

１４

１５

年
２
月　

日
ま
で
の
間
に
、
労
働
者

２８

を
新
規
成
長
分
野
事
業
に
雇
い
入
れ

た
こ
と

◆
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間　

１
カ
月
間

◆
人　

数　

１
事
業
所
３
人
ま
で

◆
助
成
額　

支
払
賃
金
の
半
額
を
助

成
（
限
度
額　

万
円
）

１０

◆
申　

請　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方

は
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

め
、「
地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
夕

市
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
店
者
の
募

集
を
し
ま
す
。

◆
出
店
期
間　

７
月
７
日�
〜
９
月

８
日�
の
毎
週
日
曜
日
午
後
５
時
か

ら
（
７
月　

日
と
９
月
１
日
は
除

２８

く
）。期
間
中
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

◆
出
店
場
所　

物
産
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

店
舗
駐
車
場
に
地
場
産

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
地
元
農
産
物
の

販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

◆
出
店
条
件

�
市
内
で
農
産
物
を
生
産
し
て
い
る

�
農
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行
え
る

�
商
品
・
現
金
管
理
が
で
き
る

◆
出
店
料　

無
料

◆
申
込
期
限

６
月　

日�
２１

○
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・

労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防

止
、
雇
用
状
況
報
告
に
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川
で
は
、
外
国

人
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
問
題
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
ワ
ー
ド
編
集
コ
ー
ス

◆
と　

き　

７
月　

・　

・　

・　

１６

１８

２３

２５

日
（
火
・
木
）

午
後
６
時　

分
か
ら
８
時　

分

３０

３０

◆
定　

員　
　

名
１５

◆
受
講
料　

６
０
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�と　き　６月１６日�
　　　　　午前８時３０分～午後３時
�ところ　上富良野駐屯地
�行　事　 １０時～１０時３０分記念式典

１０時５０分～１１時１５分観閲行進
１１時２５分～１１時４５分模 擬 戦

上富良野駐屯地　�４５-３１０１

上富良野駐屯地創立４７
周年記念行事（一般公開）

　

富
良
野
産
の
農
産
物
の
良
さ
を
理

解
し
、
市
民

に
愛
用
し
て

も
ら
う
た

�同じ株からの収穫は８～１０年
くらい続けることができます。

�選び方
�先端が開いていないものが、新
しくて甘みがあります。
�緑が鮮やかで、切り口が新鮮で

張りがあるものを選びましょう。

�保存方法
�ポリ袋などに入れ、冷蔵庫に立
てておきましょう。

�６月に収穫されるもの
�ほうれん草（早）・ピーマン
（早）・トマト（早）

６月の旬はアスパラガス
�食材一口メモ
�富良野市での収穫量は、１８９ト
ンで道内５位、収穫面積は６０ヘク
タールで道内８位で
す。
�タマネギ、ねぎ、ニ
ンニク、にらと同じユ
リ科の植物です。
�ヨーロッパが原産の多年生植
物で冷涼な所を好みます。
�収穫は苗を植えてから３年目
に始まります。

　今、「地産地消」を合い言葉に、
ふらの産をもっと食べようとい
う運動を推進しています。「地産
地消」とは「地元でとれた商品
（農畜産物・加工品）を地元の人
たちで消費（化）しよう」という
運動です。
　安心で安全な地元農産物を食
べる。健康に暮らす上で、もっと
身近に富良野産を感じてもらい
たいという願いから、富良野でと
れる農畜産物の「旬」の時期をお
知らせます。

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふらららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産ををををををををををををををををををををををををををををををををを食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう
ふらの産の旬情報

を
ふらの産の旬情報

を

毎月お知らせ毎月お知らせ
しますします

地産地消　推進事業

パ
ソ
コ
ン
の
達
人
に

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

住
民
講
座

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

 �
２
２
‐
２
６
１
９

講 座講　座助 成助　成

試
行
雇
用
を
支
援

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

上
川
支
庁

�
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

�
０
１
６
６
‐
５
１
‐
０
１
７
６

相 談相　談

６
月
は

「
外
国
人
労
働
者

　

問
題
啓
発
月
間
」

募 集募　集

農
政
課
 �
３
９
‐
２
３
０
９

夕
市
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■問い合わせ
農政課�３９-２３０９
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乗って守ろう根室本線・富良野線

【日程】
・６月１８日�　開会日
・６月２４日�　一般質問
・６月２５日�　一般質問
・６月２６日�　予備日
・６月２７日�　最終日

　開催日は変更する場合が
ありますので、傍聴の際は、
日程を確認してください。
多くの方の傍聴をお待ちし
ています。

第２回市議会定例会の
開会予定日を
お知らせします

傍聴してみませんか

議会事務局議会事務局　��３９-２３２２３９-２３２２

問い合わせ

　

６
月
２
日�
か
ら
８
日�
ま
で
、

全
国
一
斉
に
『
危
険
物
安
全
週
間
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
・
可
燃
性
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
生
活
必
需
品
と
し
て
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
り
扱

い
や
保
管
方
法
を
間
違
え
る
と
、
大

き
な
事
故
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

�
可
燃
性
蒸
気
の
発
散
を
防
ぐ
た
め

密
閉
し
た
容
器
に
入
れ
、
直
射
日
光

の
当
た
ら
な
い
換
気
の
良
い
と
こ
ろ

　

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
森
を
散
策
し

な
が
ら
、
鳥
・
昆
虫
・
旬
の
山
菜
を

観
察
し
ま
せ
ん
か
。

◆
と　

き　

６
月
９
日�

午
前
９
時　

分
か
ら
正
午

３０

◆
と
こ
ろ　

東
大
演
習
林
樹
木
園

◆
集　

合　

午
前
９
時　

分
ま
で
に

３０

国民年金国民年金
昭和１２年６月昭和１２年６月
生まれの方は生まれの方は
手続きを手続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
老
後
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て

亡
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
一

定
の
用
件
を
満
た
す
と
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

帰
国
す
る
場
合
は
脱
退
一

時
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
海
外
に
住
む　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
日
本
人
の
方

６５
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
窓
口

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 市民課年金係　� 39-2301

　

日
本
に
住
所
が
あ
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
は
外
国
人
も
含
め

６０て
国
民
年
金
へ
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
し
保
険
料
を
納
め
、
受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
と
、
老
齢
基

富
良
野
市
に
住
所
が
あ
る

「
外
国
人
の
方
」
へ

◆
と　

き　

６
月　

日�
１６

◆
と　

き　

７
月　

日�
２８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
受
付
期
間　

　
　
　

６
月　

日�
〜　

日�
ま
で

１３

２１

◆
そ
の
他　

受
験
願
書
は
、
消
防
本

部
・
各
支
署
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

試 験試　験

消
防
本
部 �

２
３
‐
５
１
１
９

受
験
し
ま
せ
ん
か

危
険
物

取
扱
者
試
験

に
保
管
す
る

�
火
の
近
く
で
の
使
用
は
厳
禁

�
た
き
火
な
ど
の
中
に
空
き
缶
を
捨

て
な
い

�
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
、

正
し
く
使
用
す
る

�
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
を
す
る
時

は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

�
水
難
事
故
の
防
止

　

暖
か
く
な
り
、
水
難
事
故
の
発
生

も
心
配
さ
れ
ま
す
。
農
作
業
用
た
め

池
な
ど
の
そ
ば
で
子
ど
も
が
遊
ば
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

柵
が
さ
れ
て
い
る
た
め
池
に
は
絶

対
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
事

故
防
止
の
た
め
、
た
め
池
の
側
で
遊

ば
な
い
、
柵
か
ら
中
に
入
ら
な
い
よ

う
家
庭
で
も
子
ど
も
に
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。
川
で
も
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
遊
ば
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
ご
み
焼
き
の
禁
止

　

家
庭
用
の
ご
み
で
あ
っ
て
も
自
宅

で
は
焼
却
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
農
業

用
の
ビ
ニ
ー
ル
を
自
宅
敷
地
内
で
燃

東
大
樹
木
園
前
の
駐
車
場
（
国
道　
３８

号
沿
い
）
集
合

当
日
は
長
そ
で
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
登
山
コ
ー
ス

【
原
始
ケ
原
コ
ー
ス
】

　
　

所
要
時
間
5
時
間　

定
員　

名
５０

【
富
良
野
岳
縦
走
コ
ー
ス
】

　
　

所
要
時
間
７
時
間　

定
員　

名
４０

◆
集
合

　

両
コ
ー
ス
と
も
午
前
6
時

　

Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
前

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
バ
ス
、
保
険
料
な
ど
）

◆
締
め
切
り

6
月　

日�
ま
で

１４

○
コ
ー
ス
の
内
容

や
服
装
な
ど
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

や
す
方
が
い
ま
す
が
、
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
（
処
罰
の
対
象
に
な
り

ま
す
）。

守
り
ま
し
ょ
う

水
難
事
故
の
防
止

ご
み
焼
き
の
禁
止

富
良
野
警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

遵 守遵　守

危 険危　険

消
防
本
部 �

２
３
‐
５
１
１
９

日
常
生
活
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

危
険
物
安
全
週
間

自 然自　然

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 �
４
２
‐
２
４
０
７

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

自
然
に
親
し
む
集
い

新
緑
の
森
を
歩
く

観
光
協
会
（
担
当　

鳥
居
）

 �
２
３
‐
３
３
８
８

市
民
登
山
会

富
良
野
岳
山
開
き

登 山登　山
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Informationくらしの情報   お買い物は富良野市内で

前年 (円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円)　
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

２6.9111.0１5.216.912.021.0100�は く さ い

303.7110.6297.9329.3125.7459.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

167.388.0199.3175.3１16.4340.5100�肩ローススライス豚 肉

183.6104.4189.2197.6178.0207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

4,959.3９9.1５,217.1５,170.43,759.0５,922.０10�府 県 産 米米

171.299.4172.3171.3105.0２１０.01 袋普通品6枚スライス食 パ ン

376.0105.5381.7402.6281.4525.05 箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

514.798.9486.1480.8365.4627.91 箱濃縮 1 . 5 �箱入り洗 濯 洗 剤

48.099.542.642.440.045.21�白灯油（ローリー）灯 油

4,057.8100.14,125.94,130.83550.04,988.65�体 積 買 いプロパンガス

110.6102.0104.7106.8101.0109.21�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

157.4100.0159.1159.1136.5210.01 枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
�� 39～ 231939～ 2319

物価の動き 5月

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後３時
場　所　市役所消費生活相談室（１階）
　　　　　　�３９～２３１９内線２９０５　
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

利用した覚えのない携帯電話のダイヤルＱ２の　利用した覚えのない携帯電話のダイヤルＱ２の
料金を請求する封書が届いた。最終通告書として料金を請求する封書が届いた。最終通告書として
「携帯電話、Ｑ２サイトをご利用いただきありがと「携帯電話、Ｑ２サイトをご利用いただきありがと
うございます」などと記し、３日以内に入金がないうございます」などと記し、３日以内に入金がない
場合は「自宅、実家、会社などにご迷惑をおかけし場合は「自宅、実家、会社などにご迷惑をおかけし
ますがご了承ください」とある。ますがご了承ください」とある。
情報料、国際電話料金などとして２万円を超える　情報料、国際電話料金などとして２万円を超える
請求額。大手都銀の口座で東京の事業者の振込先が請求額。大手都銀の口座で東京の事業者の振込先が
記入してある。また連絡先は携帯電話の番号となっ記入してある。また連絡先は携帯電話の番号となっ
ている。ている。

　このような請求にはまったく応じる必要はありこのような請求にはまったく応じる必要はあり
ません。ません。この支払い請求郵便は道内各地で多発し、この支払い請求郵便は道内各地で多発し、
問題となっています。問題となっています。当協会への相談も数件寄せら当協会への相談も数件寄せら
れ、同一の内容となっています。れ、同一の内容となっています。
有料情報サービス「ダイヤルＱ２」の利用料金の　有料情報サービス「ダイヤルＱ２」の利用料金の
請求は、電話会社を通じて行われます。また国際電請求は、電話会社を通じて行われます。また国際電
話料金も国際電話会社が本人に直接請求しますの話料金も国際電話会社が本人に直接請求しますの
で、サービスを提供する事業者から直接請求するこで、サービスを提供する事業者から直接請求するこ
とはありません。とはありません。
突然、脅迫めいた文面で請求を送りつけ、受け　突然、脅迫めいた文面で請求を送りつけ、受け
取った人の不安感をあおりお金をだまし取ろうと取った人の不安感をあおりお金をだまし取ろうと
する悪質詐欺です。利用した覚えのない請求には決する悪質詐欺です。利用した覚えのない請求には決
して応じないことが肝要です。して応じないことが肝要です。

覚えのないニセ電話料金の請求にご覚えのないニセ電話料金の請求にご用心用心

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は 6カ月です■登録期間は 6カ月です。。                         
 問問 環境環境生活課生活課  �� 39 ～ 231939 ～ 2319

�学習机、椅子�西中学校用女子制
服（上着、ベスト）�ふとん乾燥機
�灯油タンク 499㍑ �子供用自転車

（２３インチ）�室内用子供自転車�幼児用、小学
生用自転車�食卓テーブル、椅子�室内用サウナ

譲ります

譲ってください
�子供用ブランコ�物干し竿
�東中女子制服�ＭＤコンポ
かＭＤラジカセ�洋服ダンス

�ベビーカーＡ型�車椅子�スクーター（５０�）�碁
盤、碁石、将棋盤�電子ピアノ�冷蔵庫�ガスコンロ
�バイク（90 ～１２５�）�ファクス�溝きりカッター
�子守帯�マザーズバック

◆
と　

き　

７
月
７
日�

　

午
前　

時
か
ら
正
午
ま
で

１０

（
雨
天
の
場
合
は　

日�
に
順
延
）

１４

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド

◆
出
店
料　

５
０
０
円

◆
開
館
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

◆
休
日
開
館
日

６
月
〜
９
月
の
第
２
・
４
日
曜
日

（
９
月　

日
の
み
土
曜
日
）

２１

◆
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

◆
そ
の
他

・
入
館
時
に
備
え
付
け
の
ノ
ー
ト
に

氏
名
・
住
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
館
内
で
の
喫
煙
・
飲
食
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

・
大
型
観
光
バ
ス
で
の
来
館
は
、
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
（
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
）。

○
入
館
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

６
月　

日�
２５

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
「
日
月
燦
　々

北
海
道
３
部
作
」

（
絹
谷
幸
二
氏
作
）
の
絵
画
を
も
と

に
し
た
絵
入
り
官
製
は
が
き
を
発
売

し
て
い
ま
す
。
北
海
道
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
絵
入
り
官
製
は
が
き

　

２
１
０
円
（
３
枚
入
り
）

◆
販
売
先　

道
内
す
べ
て
の
郵
便
局

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

東
京
大
学
演
習
林
山
部
事
務
所

 �
４
２
‐
２
１
１
１

案 内案　内

森
林
・
自
然
を
学
ぼ
う

麓
郷
森
林
資
料
館

杉
尾
さ
ん�

２
２
‐
２
４
４
４

募 集募　集

出
店
募
集

お
母
さ
ん
た
ち
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

日
月
燦
々
北
海
道

官
製
は
が
き
の
販
売

富
良
野
郵
便
局

�
２
３
‐
２
６
５
２

販売中販売中
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広
報
ふ
ら
の

№
４
８
９
２
０
０
２
年
６
月
号

創
刊
／
昭
和
３
１
年
１
２
月

発
行
／
富
良
野
市

〒
０
７
６

‐８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

編
集
／
企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

�
０
１
６
７

‐３
９

‐

２
３
０
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３

‐

２
１
２
１

■
自
宅
で
富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
る
と
内
容
盛

り
沢
山
、
市
職
員
で
あ
り
な
が
ら
印
鑑
証
明
の
交
付
を
受

け
る
時
必
要
な
事
項
が
わ
か
っ
た
り
、
ご
み
分
別
の
疑
問

が
解
決
で
き
る
な
ど
大
変
便
利
、
み
な
さ
ん
も
一
度
見

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
意
見
要
望
を
い
た
だ
き
、
更
な
る

内
容
充
実
を
共
に
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
ま
）

■
朝
起
き
て
す
ぐ
に
く
し
ゃ
み
。続
け
て
２
度
、３
度
。西

脇
で
は
ス
ギ
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、富
良
野

で
ピ
タ
ッ
と
収
ま
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
で
は
な
い
と
の
こ

と
。そ
の
代
わ
り
白
樺
の
花
粉
が
ま
だ
飛
ん
で
い
る
そ
う
な
。

も
し
や
と
思
い
ま
し
た
が
、単
な
る
寝
冷
え
。昼
暖
か
く

て
も
夜
は
冷
え
る
ん
で
す
ね
。気
を
付
け
な
ア
カ
ン
（
と
）

■
人
事
異
動
で
広
報
を
５
年
２
カ
月
で
卒
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。取
材
の
時
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。市
民
の

目
線
で
わ
か
り
や
す
く
を
基
本
に
書
い
た
つ
も
り
で
す

が
、何
人
の
方
が
読
ん
で
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、い

つ
も
頭
を
…
。こ
れ
か
ら
は
私
も
一
愛
読
者
に
…
。（
や
）

■
毎
年
、
朝
日
ケ
丘
公
園
で
お
花
見
を
し
て
、
写
真
を
撮
っ

て
大
は
し
ゃ
ぎ�
（
中
１
里
菜
、
小
２
結
花
）
▽
評　

桜
を

バ
ッ
ク
に
嬉
し
さ
を
全
身
で
表
現
し
た
動
き
と
姉
妹
の
笑
顔

が
素
晴
ら
し
く
そ
の
瞬
間
を
と
ら
え
た
作
品
で
す
。（
森
）

「
さ
く
ら
と
姉
妹
」　

高
橋
恵
子
氏

人口と世帯数人口と世帯数
14年 4月末（前月比）

(200)25,894人　 口

（195）21,658富良野

（0）  2,731山　部

（5） 1,505東　山

（191）10,472世 帯

（174）8,983富良野

（11）1,057山　部

（6）432東　山

今
月
の
表
紙

編
集
後
記

広
報
ふ
ら
の
２００２

・ ６
489

本間牧場の入植者による伐採・切り倒した木や下草を焼く作業（明治３８年）

平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます

先人に感謝し記念すべき年を祝いましょう

NO.２あのころの富良野 


